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【手続補正書】
【提出日】平成24年3月6日(2012.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を吐出する吐出口と連通する流路を形成する流路形成部材を有する液体吐出ヘッド
の製造方法において、
　前記基板上に有機物の層を設ける工程と、
　前記有機物の層上に、溶解可能な樹脂を塗布して樹脂層を設ける工程と、
　前記樹脂層をパターニングして前記流路の形状のパターンを形成する工程と、
　前記パターンを被覆するように前記流路形成部材となる被覆層を設ける工程と、
　前記被覆層に前記吐出口を形成し、前記吐出口から前記パターンの一部を露出させる工
程と、
　前記吐出口から前記パターンを溶出させて前記流路を形成する工程と、
　前記流路形成部材の、前記吐出口が設けられた面に付着している、前記有機物を含む付
着物に紫外線を照射する工程と、
　前記付着物を除去する工程と、
を有することを特徴とする液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項２】
　基板上に形成された前記有機物の層に紫外線を照射して前記有機物の層の表面の前記有
機物を部分的に崩壊させたのちに、前記有機物の層上に前記溶解可能な樹脂を塗布するこ
とを特徴とする請求項１に記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項３】
　前記付着物は前記樹脂層を形成する化合物を含むことを特徴とする請求項１または２に
記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項４】
　前記付着物は、前記化合物と前記有機物との相溶物であることを特徴とする請求項３に
記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項５】
　前記パターンを溶出させる際に使用した溶媒を用いて、前記付着物をリンスすることに
より、前記付着物を除去することを特徴とする請求項４に記載の液体吐出ヘッドの製造方
法。
【請求項６】
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　前記有機物はポリエーテルアミドであることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１
項に記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項７】
　シクロヘキサノンを溶媒として使用して、前記溶解可能な樹脂を塗布することを特徴と
する請求項１乃至６のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項８】
　前記紫外線は前記吐出口が設けられている面全体に照射されることを特徴とする請求項
１乃至６のいずれか１項に記載の液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項９】
　液体を吐出する吐出口が形成された吐出口形成部材と、前記吐出口と連通する流路の側
壁が形成された側壁形成部材と、を有する液体吐出ヘッドの製造方法において、
　前記基板上に有機物の層を設ける工程と、
　前記有機物の層上に、前記有機物の層が部分的に露出するように、前記側壁形成部材を
設ける工程と、
　溶解可能な樹脂を塗布して前記流路となる部分を満たし前記有機物の層と前記側壁形成
部材とを被覆する樹脂層を設ける工程と、
　前記側壁の一部が露出する状態となるように、前記樹脂層を基板に向かって研磨する工
程と、
　前記側壁と前記樹脂層との上に、前記吐出口形成部材を設ける工程と、
　前記樹脂層を前記吐出口から溶出して前記流路を形成する工程と、
　前記吐出口形成部材の前記吐出口が設けられた面に付着している、前記有機物を含む付
着物に紫外線を照射する工程と、
　前記付着物を除去する工程と、
を有することを特徴とする液体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項１０】
　前記有機物の層に紫外線を照射して前記有機物の層の表面を部分的に崩壊させた後に、
前記有機物の層上に前記溶解可能な樹脂を塗布することを特徴とする請求項９に記載の液
体吐出ヘッドの製造方法。
【請求項１１】
　前記樹脂層を溶出させる際に使用した溶媒を用いて、前記付着物をリンスすることによ
り、前記付着物を除去することを特徴とする請求項９または１０に記載の液体吐出ヘッド
の製造方法。
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